
情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 1 
 

情報倫理に関する研究の日中韓比較 
 

吉見 憲二†1 
 

概要：本研究では，日中韓のそれぞれの国を対象に情報倫理の問題が提起された研究について，論文デ
ータベースを用いて網羅的に調査するとともに，どのようなテーマが取り上げられたのかについて比較
した．併せて，テキストマイニングの手法を用いて視覚化し，各国の傾向について特徴的な単語を通し
て検討した． 

 

キーワード：情報倫理，日中韓比較， 論文データベース，テキストマイニング  

 

 

 

1. はじめに  

 近年，ELSI（Ethical, Legal and Social Issues；倫理

的・法的・社会的課題）という言葉に代表されるよ

うに先端的な科学技術の倫理面への課題に対する興

味・関心が高まってきている．他方で，情報倫理と

いう言葉は多くの概念を含むこともあり，その全体

像を把握することは容易ではない．『図書館情報学

用語辞典（第 5 版）』における定義では，以下のよ

うな記載がなされており，その適用範囲の広さが示

されている． 

情報にかかわって，人がいかによく生きるかについ

て探求する応用倫理学の一分野．プライバシー保

護，知的財産権，情報やコンピュータネットワーク

の不正利用，情報セキュリティ，有害情報，デジタ

ルデバイド等，情報にかかわる倫理的問題を対象領

域とする[1]． 

 

 加えて，情報倫理の入門書ではプライバシー，監

視，デジタルアイデンティティ，ICT プロフェッシ

ョナリズム，知的財産権，ジェンダーとコンピュー

ティング，AI 倫理，ロボット倫理，サイボーグ倫理

といったテーマが例として挙げられており，その範

囲が現在進行形で広がっていることが分かる[2]． 

さらに，こうした情報倫理に関する問題について

は，国によって対応が異なる事例も少なくない．例

えば，ゲームに関する規制については，日本国内で

は 2020 年に香川県が制定したネット・ゲーム依存

症対策条例がその制定過程も含めて議論となってい

るが，韓国では 2011 年に導入されたゲーム時間の

規制を行う「青少年夜間ゲームシャットダウン制」

が他の制度と統合されるかたちで 2021 年中に実質

的に廃止されている．それに対して，中国では近年

 
 †1 成蹊大学 Seikei University 

1 著者の所属する成蹊大学では，Web of Science の以下のパッケージにつ

いて契約している． 

・Science Citation Index Expanded (1993- Present) 

矢継ぎ早にゲーム規制が導入されてきており，2021

年 8 月に発表された新たな規制では 18 歳未満を対

象としたオンラインゲームのサービス提供が「金

曜，土曜，日曜，祝日の午後 8 時から 1 時間のみ」

と制限されている． 

 このように情報倫理に関する議論に関しては，

「どこまでの範囲が含まれるのか」「他国ではどの

ような事例があるのか，もしくは，どのような法規

制が行われているのか」は重要な観点となる． 

 そこで，本研究では情報倫理に関する研究の全体

像を把握するために，研究動向について日中韓の各

国比較を行うことを目的に，調査・分析を行う． 

 

2. 分析手法 

2.1 分析対象の選定 

 本研究では，主観的な要素を排除するために，論

文データベースから特定のキーワードに該当した論

文を分析対象として取得した．論文データベースに

ついては，世界最大級のオンライン学術データベー

スである Web of Science を対象とした1．そのため，

英語で公表された論文に限定している． 

さらに，キーワードに関しては，Web of Science

の検索機能において，トピック（タイトル，抄録，

著者キーワード，Keywords Plus）に“information 

ethics”とそれぞれの国名（Japan, China, Korea）が含

まれているものとした．ただし，当初の見通しより

該当する論文数が少なかったため，誌名が明示的に

“information ethics”と関連している論文誌も対象に加

えた．最終的に表 1 の通り，日本を対象とした論文

12 本，中国を対象とした論文 12 本，韓国を対象と

した論文 4 本を分析対象とした．なお，一部に重複

があるものの，それぞれ別でカウントしている．  

・Social Sciences Citation Index (1993- Present) 

・Arts & Humanities Citation Index (1993- Present) 

・Emerging Sources Citation Index (ESCI) (2005- Present) 

Vol.2022-EIP-95 No.14
2022/2/18



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 2 
 

表 1 分析対象の論文と掲載誌 

著者名 掲載誌 抄録 誌名 

日本 

Lennerfors and Murata(2021)[3] Review of Socionetwork Strategies ○  

Nakada et al.(2021) [4] Review of Socionetwork Strategies ○  

Adams et al.(2017) [5] Journal of Information, Communication and Ethics in Society  ○ 

Murata et al.(2017) [6] Journal of Information, Communication and Ethics in Society  ○ 

Murata et al.(2017) [7] Journal of Information, Communication and Ethics in Society  ○ 

Saito(2012) [8] International Review of Information Ethics  ○ 

Adams et al.(2011) [9] International Review of Information Ethics  ○ 

Asai(2010) [10] International Review of Information Ethics  ○ 

Murayama et al.(2010) [11] International Review of Information Ethics  ○ 

Tamura and Tamura(2008) [12] International Review of Information Ethics ○ ○ 

Krebs(2006) [13] International Review of Information Ethics  ○ 

Kitano(2006) [14] International Review of Information Ethics  ○ 

中国 

Wu et al.(2021) [15] Journal of Nursing Management ○  

Gang and Xing(2020) [16] GeoJournal ○  

Chang and Chen(2017) [17] Information Technology & People ○  

Adams et al.(2017) [5] Journal of Information, Communication and Ethics in Society  ○ 

Murata et al.(2017) [7] Journal of Information, Communication and Ethics in Society  ○ 

Chang(2017) [18] Management Decision ○  

Wang(2013) [19] IEEE Technology and Society Magazine ○  

Franke(2013) [20] International Review of Information Ethics  ○ 

Chang(2012) [21] Computers in Human Behavior ○  

Rossiter(2009) [22] International Review of Information Ethics  ○ 

Martinsons and Ma(2009) [23] Journal of the Association for Information Systems ○  

Chiang et al.(2008) [24] Science and Engineering Ethics ○  

韓国 

Jun(2022) [25] International Journal of Environmental Research and Public Health ○  

Jun(2020) [26] International Journal of Environmental Research and Public Health ○  

Song(2012) [27] International Review of Information Ethics  ○ 

Kim(2003) [28] Proceedings of the 2nd international conference on 

Human.society@internet 

○  

 

2.2 分析手順 

本研究では，4 つの観点から分析対象について比

較する．まず，論文の内容についてどのようなトピ

ックが扱われているかを概観する．続いて，抄録の

頻出上位語を抽出し，よく使われている単語や特徴

的な単語について特定する．さらに，共起ネットワ

ーク分析を行うことで，各国の特徴について視覚化

する．最後に，対応分析を通して各国の相対的に特

 
2 KH Coder の使用方法や活用事例については書籍としてもまとめられて

いる[30]． 

徴のある単語を二次元の図に配置することで，どの

ような差異があるのかを検討する． 

 分析に際しては，フリーのテキストマイニングソ

フトである KH Coder[29]を利用し，品詞の判別は付

属の Stanford POS tagger を利用した2．なお，抽出語

単位の比較となるため，抽出対象は名詞と形容詞に

限定している． 
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頻出上位語の抽出や分析にあたっては，上位 20

語が含まれる範囲を基準とした．ただし，韓国につ

いては対象の論文が 4 本と少なかったため，2 本以

上の抄録に登場した単語としている．登場数のカウ

ントは特定の抄録の影響を過大評価しないように抄

録ごとの登場の有無とし，1 つの抄録に複数回登場

した場合でも 1 回とした．全体的に単語の登場数が

少なくなるため，共起ネットワークの描写基準は

Jaccard 係数 0.5 以上の共起関係とした．対応分析に

ついては，視認性を踏まえて 7 回以上の登場数を基

準とした． 

 

3. 分析結果 

3.1 日本を対象とした論文 

（１）概要 

日本を対象とした論文では，哲学における縫合 

（suture）という概念を通して異文化間情報倫理

（IIE）を検討したもの[3]，ロボットや AI 人工物に

対する捉え方の背景にある文化的・社会的要因につ

いてデータから比較したもの[4]，スノーデン事件を

踏まえたプライバシー等の態度について複数の国の

学生に対して調査を実施したもの[5] [6] [7]，東京電

力福島第一原子力発電所事故におけるソーシャルメ

ディア上の議論について検討したもの[8]，英国と日

本の大学生のプライバシーや SNS 上の自己開示等の

態度について比較したもの[9]，インターネット上の

「ネカマ」の生態について検討したもの[10]，P2P

ファイル共有と著作権侵害の問題に関する日本とス

ウェーデンの事例について比較したもの[11]，イン

ターネット上のチャットでのやり取りにおける宗教

の話題の失敗について検討したもの[12]，日本のロ

ボットの社会的受容と文化的理解に対するマンガと

アニメの影響を調査したもの[13]，日本におけるロ

ボットに対するアニミズムと倫理の影響を検討した

もの[14]が対象となった． 

表 2 にも示されている通り，論文は 12 本該当し

たものの，掲載誌は 3 誌にとどまっている．さら

に，著者グループも相互に関連したものが目立って

いた． 

 

（２）抄録における頻出上位語 

 抄録における頻出上位語を示したものが表 2 であ

る．一般的な用語が上位に登場しているものの，

“culture”や“privacy”といった単語が主要なテーマと

して見られた．ただし，同一グループにおける調査

が含まれているため，その点が影響していることも

考えられる． 

 

表 2 抄録における頻出上位語（日本） 

抽出語 登場数 割合 

Japan 10 83.3% 

japanese 8 66.7% 

paper 7 58.3% 

people 7 58.3% 

social 7 58.3% 

attitude 6 50.0% 

country 4 33.3% 

culture 4 33.3% 

difference 4 33.3% 

different 4 33.3% 

ethic 4 33.3% 

however 4 33.3% 

information 4 33.3% 

issue 4 33.3% 

privacy 4 33.3% 

revelation 4 33.3% 

society 4 33.3% 

student 4 33.3% 

study 4 33.3% 

such 4 33.3% 

survey 4 33.3% 

university 4 33.3% 

 

（３）共起ネットワーク 

 共起ネットワーク分析の結果は，図 1 の通りとな

った．“culture”や“difference”といった文化的差異を

検討する研究と“privacy” や“revelation”について学生

に調査した研究に分かれていた．この結果は概要や

抄録における抽出語とも整合的である． 

 

 
図 1 共起ネットワーク（日本） 

 

3.2 中国を対象とした論文 

（１）概要 

中国を対象とした論文では，中国人学生とアメリ

カ人学生の間の情報倫理認識のギャップに対する中

国文化の影響を考察したもの[17]，情報倫理学習に

対するテクノロジーを介した学習プラットフォーム

の有効性を調査したもの[18]，中国における公共部

門の情報の再利用に関する倫理的課題について検討

したもの[19]，中国等が国連総会に提案した「情報

セキュリティのための国際行動規範」について検証

したもの[20]，中国の文化を踏まえた適切な情報倫

理規定の在り方について検討したもの[21]，中国に

おけるロジスティクス産業の課題について倫理の側

面から検討したもの[22]，中国におけるマネージャ

ー層の世代間ギャップについて情報倫理の観点を含
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めて調査したもの[23]，台湾と中国の中学生に対し

て，情報倫理に関する態度を比較したもの[24]があ

った． 

全体的に，中国の掲載誌は日本よりもばらけてお

り，著者についても日本ほど重複は見られなかっ

た．一方で，看護学や地理学などの情報学とは関連

の薄い分野で“information ethics”という用語が使用さ

れている例もあった[15] [16]．なお，日本と重複し

た論文として，複数の国の学生に対してプライバシ

ー等に関する調査を実施したものも含まれている[5] 

[7]． 

 

（２）抄録における頻出上位語 

 抄録における頻出上位語を示したものが表 3 であ

る．全体的に日本と重複している用語が多かったも

のの，表 2 と比べて “study”や“echic”という単語の

登場割合が増加している．加えて，表 2 には登場し

なかった“analysis”や “economic”という単語が見られ

た． 

 

表 3 抄録における頻出上位語（中国） 

抽出語 登場数 割合 

China 10 83.3% 

information 9 75.0% 

study 8 66.7% 

ethic 7 58.3% 

result 7 58.3% 

chinese 6 50.0% 

paper 6 50.0% 

analysis 5 41.7% 

more 5 41.7% 

privacy 5 41.7% 

purpose 5 41.7% 

questionnaire 5 41.7% 

relationship 5 41.7% 

significant 5 41.7% 

social 5 41.7% 

student 5 41.7% 

Taiwan 5 41.7% 

addition 4 33.3% 

also 4 33.3% 

country 4 33.3% 

datum 4 33.3% 

difference 4 33.3% 

economic 4 33.3% 

ethical 4 33.3% 

finding 4 33.3% 

issue 4 33.3% 

model 4 33.3% 

people 4 33.3% 

perspective 4 33.3% 

qualitative 4 33.3% 

research 4 33.3% 

such 4 33.3% 

survey 4 33.3% 

 
3 ただし，論文本体にはアクセスできなかったため，抄録からの内容とな

る． 

university 4 33.3% 

 

（３）共起ネットワーク 

共起ネットワーク分析の結果は，図 2 の通りであ

る．“ethical”や“issue”といった倫理的課題を検討す

る研究と“student” や“questionnaire”といった学生に

質問紙調査を行った研究に分かれていた．日本とも

近い結果であったが，“culture”は含まれなかった． 

 

 
図 2 共起ネットワーク（中国） 

 

3.3 韓国を対象とした論文 

（１）概要 

 韓国を対象とした論文は日中に比べて少なかった

が，韓国におけるデジタル性犯罪の特徴と対策につ

いて調査したもの[25]，高齢者のデジタルデバイド

問題の解消について提案したもの[26]，韓国のサイ

バー行動主義に関してさまざまな観点から検討した

もの[27]，倫理的意思決定における IT を通じた参加

行動に関して検討したもの3[28]が該当した． 

 本数が少ないため傾向を捉えることが難しいもの

の，日中に比べて国内の社会問題に関するテーマが

多いように見受けられた． 

 

（２）抄録における頻出上位語 

抄録における頻出上位語を示したものが表 4 であ

る．登場数が少ないためこちらも傾向を捉えること

が難しいものの，“communication”や “technology”は

日中の頻出上位語には見られないものだった． 

 

表 4 抄録における頻出上位語（韓国） 

抽出語 登場数 割合 

information 3 75.0% 
study 3 75.0% 
addition 2 50.0% 
analysis 2 50.0% 
communication 2 50.0% 
digital 2 50.0% 
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Korea 2 50.0% 
korean 2 50.0% 
level 2 50.0% 
national 2 50.0% 
participant 2 50.0% 
particular 2 50.0% 
policy 2 50.0% 
purpose 2 50.0% 
society 2 50.0% 
statistical 2 50.0% 
technology 2 50.0% 
various 2 50.0% 

 

（３）共起ネットワーク 

共起ネットワーク分析の結果は，図 3 の通りであ

る．こちらも日中とは異なる傾向が見られ，

“communication”と “policy”がそれぞれ中心的なテー

マとなっていた．ただし，1 本あたりの比重が大き

いため，特定の傾向を見出すことは難しい． 

 

 
図 3 共起ネットワーク（韓国） 

 

3.4 対応分析による日中韓比較 

 最後に，3 か国の抄録について対応分析を行った

結果を図 4 に示している．概ね左下が日本に親和性

の高い単語，右下が中国に親和性の高い単語，右上

が韓国に親和性の高い単語と考えられる．日本にお

いては“culture”が，中国においては“ethic”が，韓国

においては“technology”と“society”がそれぞれ特徴を

示す単語となっており，これまでの分析と整合的な

結果が得られている． 

 実際に，ロボットやアニメ，「ネカマ」といった

テーマは文化的な側面が強いものであり，日本を対

象とした論文に特有のものと解釈できる．それに対

して，中国を対象とした論文に関しては情報倫理を

直接的に論じたものが多く，抄録やキーワードに

“information ethics”と明示している例は日本より多か

った．韓国については対象としている論文数が少な

いため該当する単語も比較的少なくなっている．そ

の中で，“technology”と“society”が顕著な傾向を示し

ており，技術の進化に伴う社会問題が主要なテーマ

となっていたことが推測される． 

 分析対象となる論文数が少ないことから頑健な結

果とは言い難いが，各国の特徴がはっきり出たこと

は興味深い結果であった． 

 
4 これらの国際会議の存在は先行研究で言及されている[2]． 

 
図 4 対応分析による日中韓比較 

 

4. 考察とまとめ 

 本研究では，日中韓のそれぞれの国を対象に情報

倫理の問題が提起された研究について，論文データ

ベースを用いて網羅的に調査するとともに，どのよ

うなテーマが取り上げられたのかについて比較し

た．併せて，テキストマイニングの手法を用いて視

覚化し，各国の傾向について特徴的な単語を通して

検討した． 

 論文データベースから取得できた論文は限定的で

あったため，本研究の結果をもって各国の傾向と結

論付けることは難しいだろう．さらに，今回のデー

タベースには ETHICOMP や CEPE（Computer Ethics 

Philosophical Enquiry）といった情報倫理の国際会議

が含まれていないという課題もある4． 

しかしながら，“information ethics”について直接的

に言及している研究は必ずしも多くなく，より細分

化されたキーワードを踏まえたデータの収集が必要

であることが判明したのは収穫であった．加えて，

抄録の内容に関するテキストマイニングの結果か

ら，各国の特徴を再現することができたため，分析

対象のデータを充実させることで同様のアプローチ

からさらに深い含意を得ることが期待できるかもし

れない． 

 今後は情報倫理に直接言及した研究だけでなく，

関連したキーワードに対象を広げることで，研究を

発展させていくことを考えている．さらに，新聞デ

ータベース等の他のデータベースや英語以外のメデ
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ィアから各国の情報を収集することにより，多面的

に各国比較を行っていくことを予定している．併せ

て，問題となった事例についてどのような法規制が

行われているかについても検討していきたい． 
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